
伊
予
国
三
津
浜
（
現
在
の
愛
媛
県
松
山
市
三
津
）
出
身
の
南
画
・
文
人
画
家
、
天
野
方
壺

（
一
八
二
八
―
一
八
九
五
）
の
自
筆
履
歴
書
に
つ
い
て
は
既
に
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る（
１
）
。

明
治
十
七
年
一
月
三
十
一
日
と
い
う
日
付
か
ら
考
え
て
、
同
年
の
第
二
回
内
国
絵
画
共
進
会

に
際
し
て
刊
行
さ
れ
た
「
農
商
務
省
博
覧
会
掛
版
第
二
回
内
国
絵
画
共
進
会
出
品
人
略
譜
」

に
載
せ
る
た
め
作
成
し
た
原
稿
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
だ
が
、
実
際
に
は
そ
こ
に
方
壺
の

略
伝
は
見
当
た
ら
な
い
。
と
も
か
く
も
、
こ
の
自
筆
履
歴
書
に
よ
っ
て
彼
の
生
涯
の
概
要
が

明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
作
品
に
つ
い
て
は
今
な
お
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
い
。
真
贋
を

判
別
す
る
た
め
の
手
が
か
り
さ
え
も
な
い
の
だ
。
そ
こ
で
本
稿
の
課
題
は
、
方
壺
の
画
業
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
た
め
の
地
盤
を
少
し
で
も
固
め
る
べ
く
、
落
款
印
章
、
こ
と
に

印
章
に
つ
い
て
基
本
的
な
情
報
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
作
業
に
あ
た
り
愛
媛
県
美
術
館
蔵
の
方
壺
画
四
十
二
点
を
は
じ
め
と
す
る
計
六
十
六

点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
し
か
る
に
全
て
の
情
報
が
平
等
に
有
効
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

先
ず
は
基
準
と
な
る
作
品
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
今
回
、
最
も
確
実
に
真
作
と
見
做
せ
る
作
品
群
と
し
て
財
団
法
人
桑
折
町
文
化
記

念
館
・
桑
折
町
種
徳
美
術
館
の
蔵
す
る
十
二
点
（
内
一
点
は
双
幅
）
を
取
り
上
げ
た
い
。
同

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
仙
台
の
呉
服
商
、「
種
徳
翁
」
角
田
林
兵
衛
氏
の
収
集
し
た
も
の
を

主
と
す
る
が
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
方
壺
作
品
は
角
田
種
徳
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
る
。
確
か
に
各
作
品
の
落
款
を
見
る
と
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
冬
の
《
漁
樵

問
答
》
、
《
水
墨
山
水
》
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
於
仙
台
客
中
」、「
於
仙
台
」
と
あ
る
し
、
同
年

十
二
月
の
《
鶏
図
》
に
は
「
於
仙
台
客
館
」、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
一
月
の
《
夏
景

山
水
》
に
は
「
於
仙
台
行
館
」、
同
年
二
月
の
《
淡
彩
牡
丹
》
に
は
「
於
青
葉
城
下
一
塵
不

到
処
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
明
治
十
三
年
の
末
か
ら
翌
年
の
初
め
に
か
け
て
仙
台
に
逗
留
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
十
三
年
十
一
月
の
《
彩
色
山
水
》
に
は
「
角
田
先
生
」
の
嘱
に
よ

り
跋
を
書
い
た
旨
も
記
さ
れ
て
い
る
。

方
壺
が
晩
期
に
至
る
ま
で
各
地
へ
の
旅
行
を
続
け
た
こ
と
は
富
岡
鉄
斎
の
近
藤
文
太
郎
宛

書
簡
か
ら
明
ら
か
だ
が（
２
）
、
そ
の
書
簡
中
に
方
壺
の
旅
が
「
出
稼
」
と
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
、

仙
台
滞
在
の
目
的
も
種
徳
翁
の
需
め
に
応
じ
て
書
画
を
制
作
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
ろ
う
。
角

田
家
旧
蔵
の
方
壺
画
十
二
点
十
三
幅
は
、
現
時
点
で
は
、
伝
来
の
最
も
確
か
な
作
品
群
で
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。
基
準
作
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
。

角
田
家
旧
蔵
の
作
品
群
に
捺
さ
れ
た
印
章
を
比
較
・
整
理
し
た
と
こ
ろ
全
二
十
一
種
の
印

が
見
出
せ
た
。
そ
れ
ら
を
並
べ
た
の
が
別
添
の
資
料
「
天
野
方
壺
印
譜
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
印
章
が
ど
の
作
品
に
捺
さ
れ
て
い
る
か
を
も
記
載
し
て
あ
る
。
現
時
点
で
最
も
確
実
な

最
小
限
度
の
方
壺
印
譜
で
あ
る
と
考
え
る
。

次
に
、
そ
こ
に
掲
げ
た
印
章
の
使
用
法
に
つ
い
て
考
え
た
上
で
、
さ
ら
に
広
く
他
の
作
品

天野方壺印章についての覚書―角田家旧蔵品を中心に
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群
に
見
出
せ
る
印
章
と
も
比
較
・
照
合
し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
際
に
は
今
回
の
作
業
の
た
め

調
査
し
た
作
品
群
の
中
で
も
制
作
年
の
明
確
な
も
の
だ
け
を
視
野
に
入
れ
た
い
。
な
ぜ
な
ら

今
回
の
研
究
の
目
的
は
方
壺
研
究
の
た
め
の
基
盤
を
少
し
で
も
確
実
に
す
る
こ
と
に
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
今
回
の
作
業
で
調
査
し
た
角
田
家
旧
蔵
十
二
点
以
外
の
五
十
四
点
中
、

制
作
年
の
記
入
さ
れ
て
あ
る
も
の
は
二
十
九
点
四
十
三
幅
の
み
で
あ
る
。

（
一
）「
天
埜
橘
印
」
白
文
印
・
「
黄
氏
香
」
朱
文
印

最
初
に
取
り
上
げ
た
い
の
が
印
譜
中
に
掲
げ
た
「
天
埜
橘
印
」
白
文
印
〔
種
徳
一
〕
と

「
黄
氏
香
」
朱
文
印
〔
種
徳
六
〕。「
天
埜
橘
印
」
白
文
印
〔
種
徳
一
〕
は
方
壺
の
名
「
天
野

橘
」
を
そ
の
ま
ま
刻
し
た
も
の
。
印
譜
中
「
天
埜
橘
」
白
文
印
二
種
〔
種
徳
二
〕〔
種
徳
三
〕

も
同
じ
。
先
述
の
方
壺
自
筆
履
歴
書
に
よ
る
と
彼
の
名
は
橘
で
、
字
は
黄
香
、
通
称
は
吉
で

あ
る
か
ら
、「
黄
氏
香
」
朱
文
印
〔
種
徳
六
〕
も
字
「
黄
香
」
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
わ

か
る
。
こ
れ
ら
二
つ
は
殆
ど
同
じ
位
の
大
き
さ
で
あ
り
、
ま
た
二
つ
合
わ
せ
て
姓
と
名
と
字

を
表
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
対
で
使
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
実
際
、

「
天
埜
橘
印
」
白
文
印
も
「
黄
氏
香
」
朱
文
印
も
何
れ
も
角
田
家
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は

《
漁
樵
問
答
》
、
《
淡
彩
牡
丹
》
、
《
雨
中
枇
杷
》
の
三
点
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
何
れ

も
二
つ
を
一
対
の
も
の
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
《
漁
樵
問
答
》
は
明
治
十
三
年
の
作
で

《
雨
中
枇
杷
》
が
明
治
十
七
年
の
作
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
五
年
間
を
含
め
て
長
期
間
に
わ
た

り
愛
用
さ
れ
た
も
の
と
も
想
像
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
印
を
、
角
田
家
旧
蔵
以
外
の
二
十
九
点
の
中
に
探
し
て
み
れ
ば
、
明
治
十

四
年
四
月
作
の
《
米
法
山
水
図
》
と
明
治
十
五
年
四
月
作
の
《
牡
丹
図
》
（
と
も
に
愛
媛
県

美
術
館
蔵
）
に
概
ね
同
じ
一
対
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
両
作
品
と
も
に
「
天
埜

橘
印
」
白
文
印
と
「
黄
氏
香
」
朱
文
印
の
一
対
の
ほ
か
押
脚
印
と
し
て
「
群
鶏
艸
堂
」
朱
文

印
を
伴
う
。
両
作
品
の
印
に
共
通
す
る
欠
損
部
分
が
印
譜
中
の
「
群
鶏
艸
堂
」
朱
文
印
〔
種

徳
四
〕
に
な
い
点
は
気
に
な
る
が
、
概
ね
一
致
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
角
田
家
旧
蔵
品
に
お
け
る
こ
の
一
対
と
少
し
異
な
る
一
対
が

若
干
あ
る
こ
と
だ
。
一
つ
は
明
治
十
四
年
九
月
の
《
雪
中
溪
山
》
（
愛
媛
県
美
術
館
蔵
）
に

お
け
る
「
天
埜
橘
印
」
白
文
印
と
「
黄
氏
香
」
朱
文
印
。
一
見
よ
く
似
て
い
る
が
、
別
物
で

あ
る
。
明
治
十
三
年
の
《
李
白
観
瀑
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
蔵
）
に
お
け
る
「
天
埜
橘
印
」

白
文
印
と
「
黄
氏
香
」
朱
文
印
で
は
文
字
が
丸
み
を
帯
び
て
い
て
、
角
田
家
旧
蔵
品
に
お
け

る
一
対
と
は
一
見
し
て
違
う
と
わ
か
る
。
明
治
十
年
の
《
杉
山
水
》
（
愛
媛
県
美
術
館
蔵
）

で
は
字
形
が
違
っ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
天
埜
橘
印
」
と
「
黄
氏
香
」
の
組
み

合
わ
せ
は
方
壺
の
姓
と
名
と
字
を
表
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
一
対
の
印
文
が
長
期
間
に

わ
た
り
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
充
分
に
想
像
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
同
文
に
よ
る
異
な
る
一
対
が
複

数
種
類
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）「
天
埜
橘
」
白
文
印
・
「
黄
香
」
朱
文
印

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
九
月
の
作
《
前
後
赤
壁
図
》
双
幅
の
う
ち
《
後
赤
壁
図
》
に

は
「
天
埜
橘
」
白
文
印
〔
種
徳
三
〕
と
と
も
に
円
形
の
「
黄
香
」
朱
文
印
〔
種
徳
五
〕
が
捺

さ
れ
て
い
る
。
上
に
取
り
上
げ
た
「
天
埜
橘
印
」
白
文
印
・
「
黄
氏
香
」
朱
文
印
の
組
み
合

わ
せ
と
同
じ
く
、
二
つ
合
わ
せ
て
姓
と
名
と
字
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
同
じ
組
み
合
わ

せ
が
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
九
月
の
作
《
西
園
雅
集
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
蔵
）
に
見

出
せ
る
。
こ
こ
で
も
同
じ
よ
う
に
一
対
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）「
大
吉
長
壽
之
印
」
白
文
印
・
「
方
壺
翁
」
朱
文
印

今
見
た
《
後
赤
壁
図
》
に
は
賛
が
二
箇
所
あ
り
、
右
側
に
「
天
埜
橘
」
白
文
印
・
「
黄
香
」

朱
文
印
が
あ
る
ほ
か
、
左
側
に
は
「
天
賜
吉
」
朱
文
印
〔
種
徳
一
二
〕、「
大
吉
長
壽
之
印
」

白
文
印
〔
種
徳
一
〇
〕、「
方
壺
翁
」
朱
文
印
〔
種
徳
一
九
〕
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
天
賜
吉
」
と
「
大
吉
長
壽
之
印
」
に
共
通
す
る
「
吉
」
は
方
壺
の
通
称
に
他
な
ら
な
い
。

吉
の
音
が
名
「
橘
」
の
音
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
用
い
ら
れ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
通
称
の
吉

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
一
月
の
《
夏
景
山
水
》
の
落
款
に
「
辛

巳
一
月
小
寒
前
寫
於
仙
台
行
館
方
壺
天
吉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
姓
が
「
天
」
と
略
さ
れ
て

「
方
壺
天
吉
」
の
形
で
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
作
品
《
後
赤
壁
図
》
に
見
る
「
大
吉
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長
壽
印
信
」
白
文
印
〔
種
徳
九
〕
や
印
譜
中
に
あ
る
「
大
吉
長
壽
之
印
」
白
文
印
〔
種
徳
一

〇
〕
で
は
「
吉
」「
天
吉
」
で
は
な
く
「
大
吉
」
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
従
来
の
略
伝
の
類
で

は
方
壺
の
名
称
に
関
し
て
「
字
は
大
吉
」
あ
る
い
は
「
通
称
は
大
吉
」
と
伝
え
る
も
の
が
多

か
っ
た
が（
３
）
、
根
拠
は
印
文
に
あ
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
し
今
回
の
印
譜
の
二
例
に
限
れ
ば

「
大
吉
」
の
語
は
「
長
壽
」
の
語
を
伴
う
。
そ
の
点
に
注
意
す
る
な
ら
む
し
ろ
「
大
に
吉
な

れ
ば
長
寿
な
り
」
の
よ
う
な
成
語
と
し
て
読
ん
だ
方
が
よ
い
と
思
え
る
。

他
方
、
関
防
印
に
使
用
さ
れ
る
「
天
賜
吉
」
朱
文
印
〔
種
徳
一
二
〕
の
場
合
、「
天
」
は

姓
「
天
野
」
の
略
、「
吉
」
は
通
称
だ
が
、
間
に
「
賜
」
が
入
り
「
天
は
吉
を
賜
ふ
」
の
語

句
を
作
る（
４
）
。「
大
吉
長
壽
印
信
」
や
「
大
吉
長
壽
之
印
」
に
し
て
も
、「
天
賜
吉
」
に
し
て

も
、
方
壺
は
自
分
の
名
や
字
か
ら
別
の
語
句
を
成
し
て
い
る
と
読
ん
で
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

関
連
し
て
い
え
ば
、
同
じ
長
寿
の
印
で
も
「
天
方
壺
長
壽
」
白
文
印
〔
種
徳
一
三
〕
の
場
合

は
以
上
の
例
と
は
違
う
。
天
方
壺
と
い
う
主
語
に
長
寿
と
い
う
述
語
を
結
び
付
け
た
に
過
ぎ

な
い
。
と
は
い
え
以
上
の
諸
例
か
ら
わ
か
る
の
は
当
時
の
方
壺
に
長
寿
へ
の
関
心
が
強
く
あ

っ
た
こ
と
だ
。
彼
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
で
六
十
歳
で
あ
り
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た

作
品
群
を
そ
の
前
後
の
数
年
間
に
制
作
し
て
い
る
。
五
十
歳
を
過
ぎ
て
六
十
歳
を
迎
え
る
自

身
の
長
寿
を
祝
賀
す
る
意
味
か
ら
「
大
吉
長
壽
」
や
「
天
賜
吉
」
の
印
を
作
成
し
愛
用
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
こ
に
見
る
「
大
吉
長
壽
之
印
」
白
文
印
は
、
角
田
家
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
十
二
月
の
《
鶏
図
》
の
ほ
か
制
作
年
不
詳
《
濃
彩
花
卉
》
に
も

使
用
さ
れ
て
い
る
。
角
田
家
旧
蔵
の
方
壺
作
品
は
、
制
作
年
の
明
確
な
も
の
に
限
れ
ば
何
れ

も
明
治
十
三
年
、
十
四
年
と
十
七
年
の
も
の
で
あ
り
、
方
壺
六
十
歳
前
後
の
作
で
あ
る
。
長

寿
の
慶
び
に
関
連
し
た
印
文
を
持
つ
印
が
数
種
あ
る
の
も
そ
の
ゆ
え
だ
ろ
う
。
《
濃
彩
花

卉
》
も
少
な
く
と
も
こ
の
前
後
か
、
そ
れ
以
降
の
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

《
鶏
図
》
に
は
「
大
吉
長
壽
之
印
」
の
み
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
《
濃
彩
花
卉
》
で
は
《
後

赤
壁
図
》
と
同
じ
く
「
方
壺
翁
」
朱
文
印
〔
種
徳
一
九
〕
も
一
緒
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

「
大
吉
長
壽
之
印
」
白
文
印
〔
種
徳
一
〇
〕
と
「
方
壺
翁
」
朱
文
印
〔
種
徳
一
九
〕
は
も
と

も
と
対
で
使
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
方
壺
翁
」
朱

文
印
と
少
し
似
た
印
が
明
治
二
十
一
年
三
月
の
《
芦
雁
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
蔵
）
に
あ
る

が
、
全
く
別
の
も
の
で
あ
り
、「
白
雲
外
史
」
白
文
印
と
の
組
み
合
わ
せ
で
用
い
ら
れ
て
い

る
。（

四
）「
大
吉
長
壽
印
信
」
白
文
印
・
「
世
間
安
楽
為
清
福
」
白
文
印

上
に
見
た
「
大
吉
長
壽
之
印
」
白
文
印
に
比
べ
て
少
し
大
き
め
の
「
大
吉
長
壽
印
信
」
白

文
印
〔
種
徳
九
〕
に
つ
い
て
も
、
特
徴
的
な
使
用
法
が
認
め
ら
れ
る
。
角
田
家
旧
蔵
品
中
で

は
そ
れ
は
明
治
十
三
年
の
《
彩
色
山
水
》
と
明
治
十
四
年
の
《
夏
景
山
水
》
に
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
何
れ
に
お
い
て
も
等
し
く
「
世
間
安
樂
爲
清
福
」
白
文
印
〔
種
徳
七
〕
と
対
を
な

し
て
い
る
。「
大
吉
長
壽
印
信
」
が
方
壺
自
身
の
長
寿
の
幸
福
を
表
現
し
て
い
る
の
に
対
し

て
「
世
間
安
樂
爲
清
福
」
は
広
く
世
の
平
安
の
幸
福
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
七
月
の
作
《
天
仙
独
秀
図
》
双
幅
（
松
山
市
内
個
人
蔵
）
の

う
ち
左
幅
に
も
「
世
間
安
樂
爲
清
福
」
白
文
印
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
に
見
て
厳
密

に
一
致
し
て
は
見
え
な
い
。
判
別
し
難
い
程
に
酷
似
し
た
複
数
組
の
印
章
が
あ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
朱
の
付
き
方
な
ど
使
用
時
の
状
況
や
表
装
の
具
合
等
に
起
因
す
る
差
の
範
囲
内
で

あ
る
の
か
。

（
五
）「
賣
主
華
菴
」
白
文
印
・
「
丹
青
華
艸
春
描
畫
水
墨
林
泉
秋
寫
成
」
白
文
印

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
冬
の
《
水
墨
山
水
》
に
は
「
賣
主
華
菴
」
白
文
印
〔
種
徳
一

五
〕
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
似
た
印
文
の
例
と
し
て
印
譜
中
に
は
「
賣
吉
翁
」
白
文
印

〔
種
徳
一
四
〕
が
あ
る
。「
吉
を
売
る
の
翁
」
と
読
め
る
。
書
画
を
描
い
て
販
売
し
て
生
活
の

資
と
し
て
い
た
方
壺
自
身
を
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
い
う
「
吉
」
は
書
画
の
意
だ
ろ

う
か
。「
賣
主
華
菴
」
印
は
そ
れ
と
似
た
響
き
を
持
っ
て
は
い
る
が
、
売
る
対
象
が
「
主
と

し
て
華
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
大
き
く
異
な
る
。
こ
の
こ
と
に
該
当
す
る
記
事

が
先
述
の
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
一
月
三
十
一
日
付
の
方
壺
自
筆
履
歴
書
に
出
て
く
る
。

天野方壺印章についての覚書―角田家旧蔵品を中心に
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「
近
年
自
ラ
四
時
ノ
草
花
ヲ
栽
培
シ
売
テ
以
テ
生
計
ヲ
営
ミ
売
花
翁
ト
号
ス
」
と
記
し
た
あ

と
「
書
画
ハ
当
今
主
ト
ス
ル
所
ニ
ア
ラ
ス
」
と
も
付
け
加
え
て
い
る
の
だ（
５
）
。
要
す
る
に
書

画
で
は
な
く
主
と
し
て
花
を
売
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
賣
主
華
」
と
い
う
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。「
賣
主
華
菴
」
印
の
捺
さ
れ
た
《
水
墨
山
水
》
は
明
治
十
三
年
の
作
で
あ
る
か
ら
、

「
売
花
翁
」
生
活
が
そ
の
頃
に
は
既
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
関
連
し
て
い
え
ば
、

「
群
鶏
艸
堂
」
朱
文
印
〔
種
徳
四
〕
も
売
花
翁
の
生
に
関
連
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
草

花
の
栽
培
の
延
長
上
に
野
菜
の
生
産
、
さ
ら
に
は
養
鶏
を
も
含
め
て
考
え
る
な
ら
、
殆
ど
自

給
自
足
的
に
生
活
す
る
方
壺
の
姿
を
も
想
像
で
き
よ
う
か
。

さ
て
、
本
作
品
《
水
墨
山
水
》
に
は
他
に
「
豫
章
画
史
」
白
文
印
〔
種
徳
二
一
〕、
関
防

印
「
丹
青
華
艸
春
描
畫
水
墨
林
泉
秋
寫
成
」
白
文
印
〔
種
徳
一
一
〕、
押
脚
印
「
白
雲
斤
」

白
文
印
〔
種
徳
一
六
〕
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
丹
青
華
艸
春
描
畫
水
墨
林
泉
秋
寫
成
」
白

文
印
は
同
じ
角
田
家
旧
蔵
品
の
中
で
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
一
月
の
《
夏
景
山
水
》

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

角
田
家
旧
蔵
品
以
外
で
も
同
じ
も
の
が
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
七
月
の
《
寿
老
人
》

三
幅
対
、
同
十
五
年
（
一
八
八
二
）
四
月
の
《
牡
丹
図
》
（
と
も
に
愛
媛
県
美
術
館
蔵
）
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
既
に
見
た
と
お
り
《
牡
丹
図
》
に
は
他
に
「
天
埜
橘
印
」
白
文
印
〔
種

徳
一
〕
と
「
黄
氏
香
」
朱
文
印
〔
種
徳
六
〕
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
《
寿
老
人
》
三

幅
対
に
は
他
に
「
大
橘
之
印
」
白
文
印
と
「
黄
香
」
朱
文
印
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と

同
じ
も
の
は
角
田
家
旧
蔵
作
品
に
は
な
い
が
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
九
月
九
日
の
作

《
雲
烟
松
鶴
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
蔵
）
に
見
出
せ
る
。
印
章
だ
け
で
作
品
を
判
断
す
る
の

は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
に
は
基
準
作
に
準
じ
る
真
作
性
を
認
め
て

よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
六
）「
方
壺
書
画
」
白
文
印
・
「
白
泉

処
右
居
」
白
文
印

以
上
、
角
田
家
旧
蔵
品
中
で
も
制
作
年
の
明
確
な
作
品
の
印
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
制

作
年
不
詳
の
作
品
に
見
る
印
の
中
に
も
重
要
な
も
の
が
あ
る
。
《
菊
水
図
》（
６
）

の
「
方
壺
書

画
」
白
文
印
〔
種
徳
二
〇
〕
を
挙
げ
た
い
。
こ
れ
と
一
緒
に
用
い
ら
れ
た
白
文
印
の
読
み
が

わ
か
ら
な
い
が
、
暫
定
的
に
「
白
泉

処
右
居
」
白
文
印
〔
種
徳
一
七
〕
と
記
述
し
て
お

く
。
さ
て
、
こ
の
「
方
壺
書
画
」
白
文
印
と
似
た
印
は
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
十
月
の

《
四
君
子
之
図
》
、
同
年
十
一
月
の
《
雪
中
山
水
》
、
同
十
二
年
二
月
の
《
松
ニ
名
花
》
、

同
年
四
月
の
《
白
雲
野
水
之
図
》
、
同
十
六
年
五
月
の
《
枯
木
水
仙
》
、
同
十
七
年
の
《
蓮

池
観
音
舟
遊
之
図
》
（
以
上
六
点
は
愛
媛
県
美
術
館
蔵
）、
同
年
七
月
の
《
天
仙
独
秀
図
》

双
幅
中
の
右
幅
（
松
山
市
内
個
人
蔵
）
等
に
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
う
ち
《
枯
木
水
仙
》
と

《
蓮
池
観
音
舟
遊
之
図
》
以
外
で
は
全
て
「
白
泉

処
右
居
」
白
文
印
も
一
緒
に
使
用
さ

れ
て
い
る
。
方
壺
の
作
品
に
最
も
多
く
見
ら
れ
る
印
の
一
対
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
ど
れ
に

つ
い
て
も
完
全
に
は
同
一
性
を
確
信
で
き
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

本
稿
で
は
各
地
の
機
関
・
個
人
の
蔵
す
る
天
野
方
壺
作
品
中
の
先
ず
は
約
六
十
点
を
調
査

し
た
上
で
、
桑
折
町
種
徳
美
術
館
の
蔵
す
る
角
田
家
旧
蔵
品
十
二
点
を
基
準
作
と
認
定
し
、

特
に
印
章
に
限
定
し
て
検
討
作
業
を
行
っ
た
。
だ
が
、
現
在
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
作
品
群

に
限
っ
て
も
驚
く
ほ
ど
多
様
な
印
が
見
ら
れ
、
そ
の
多
く
は
実
は
今
回
作
成
し
た
印
譜
に
含

ま
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
基
準
作
と
し
た
角
田
家
旧
蔵
十
二
点
の
中
に
は
明
治
十
三
年
、
十
四

年
、
十
七
年
の
作
し
か
な
い
。
伝
来
の
明
確
な
作
品
が
他
に
出
て
く
る
か
定
か
で
は
な
く
、

方
壺
研
究
の
確
実
な
基
盤
を
固
め
る
と
い
う
課
題
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
今
回

の
調
査
で
得
ら
れ
た
少
な
い
な
が
ら
も
確
実
な
情
報
を
今
後
の
出
発
点
に
し
て
ゆ
く
ほ
か
な

い
。
同
時
に
、
さ
ら
に
広
い
視
野
か
ら
様
々
な
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
幸
い
、
松
山
市
内
個
人
の
極
め
て
高
水
準
の
方
壺
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
調
査

す
る
機
会
を
得
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
賛
文
の
解
釈
を
含
め
た
個
別
作
品
の
研
究
に
取
り
掛

か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
坂
の
森
琴
石
と
の
交
友
関
係（
７
）

に
つ
い
て
の
調
査
や
、
熊
本

に
伝
わ
る
方
壺
関
係
の
証
言
に
つ
い
て
の
検
討
も
含
め
、
今
後
の
課
題
は
多
い
。
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註（
１
）
拙
稿
「
文
人
画
家
天
野
方
壺
履
歴
の
概
説
」、『
愛
媛
県
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
三
号
（
愛
媛
県
美
術

館
、
二
〇
〇
四
）p

p
.1-14

。
方
壺
自
筆
履
歴
書
の
原
本
は
画
家
ご
令
孫
の
天
野
家
に
伝
え
ら
れ
大
切
に

保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
八
月
、
秀
華
藤
春
次
筆
「
天
野
方
壺
肖
像
」
と
併

せ
て
愛
媛
県
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

（
２
）『
大
和
文
華
館
所
蔵
品
図
版
目
録
六
　
富
岡
鉄
斎
』（
大
和
文
華
館
、
一
九
七
六
）p.77

。

（
３
）
景
浦
直
孝
・
伊
予
史
談
会
編
『
伊
予
二
百
偉
人
略
伝
』（
伊
予
史
談
会
、
一
九
三
三
）、
城
戸
八
洲
編

『
先
哲
人
名
辞
典
　
伊
予
偉
人
録
』（
愛
媛
県
文
化
協
会
、
一
九
三
六
）、
河
野
是
山
「
伊
予
絵
画
概
説
」

『
伊
予
史
談
』
第
九
〇
号
（
伊
予
史
談
、
一
九
三
七
）
等
。

（
４
）
ち
な
み
に
富
岡
鉄
斎
の
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
八
十
二
歳
の
作
《
天
賜
吉
慶
図
》
は
橘
の
木
を
詠

ん
だ
朱
子
の
詩
を
表
現
し
、
橘
と
吉
が
同
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
天
、
吉
慶
を
賜
ふ
」
と
題
さ
れ
て
い

る
。『
鉄
斎
研
究
』
第
二
十
四
号
十
六
（
鉄
斎
研
究
所
、
一
九
七
六
）。

（
５
）
前
掲
「
文
人
画
家
天
野
方
壺
履
歴
の
概
説
」pp.9-10
。

（
６
）
蔵
す
る
桑
折
町
種
徳
美
術
館
に
は
《
濃
彩
菊
》
の
題
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
菊
慈
童
」
の
伝
説

に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る
以
上
、「
菊
水
図
」
と
名
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
が
、
酒
井
哲

朗
「【
美
を
訪
ね
て
】
第
三
八
回
　
天
野
方
壺
《
漁
樵
問
答
》
」『
福
島
の
進
路
』
第
二
八
一
号
（
財
団

法
人
福
島
経
済
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
一
月
）p

.52

に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
に
従
い
、

こ
こ
で
も
《
菊
水
図
》
の
題
を
用
い
る
。

（
７
）
森
琴
石
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
琴
石
ご
子
孫
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
同
家
蔵
の
方
壺
関
係
資
料
の
調

査
は
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

﹇
付
記
﹈
本
研
究
は
財
団
法
人
鹿
島
美
術
財
団
「
美
術
に
関
す
る
調
査
研
究
」
助
成
金
に
よ
る
調
査
の
成
果

に
基
く
も
の
で
あ
り
、
成
果
は
本
年
刊
行
の
同
財
団
紀
要
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
本
稿
は
そ
の

一
部
を
用
い
て
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
に
あ
た
っ
て
は
方
壺
ご
令
孫
の
天
野
氏
ご
夫
妻
の
ほ

か
財
団
法
人
桑
折
町
文
化
記
念
館
・
桑
折
町
種
徳
美
術
館
及
び
同
館
の
菅
野
寿
一
氏
、
熊
本
県
立
美
術
館

及
び
同
館
学
芸
課
の
古
家
良
一
氏
、
今
治
市
河
野
美
術
館
及
び
同
館
の
羽
藤
公
二
氏
、
そ
し
て
個
人
所
蔵

家
の
方
々
に
御
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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資料　天野方壺印譜

〔種徳1〕天埜橘印（白文）

漁樵問答　　明治13年（1880）冬「仙台客中」
淡彩牡丹　　明治14年（1881）2月「青葉城下一塵不到処」
雨中枇杷　　明治17年（1884）4月

〔種徳2〕天埜橘（白文）

観世音像　　明治17年（1884）9月
〔種徳3〕天埜橘（白文）

後赤壁図　　明治17年（1884）9月
〔種徳4〕群鶏艸堂（朱文）

雪中帰荘（雪中雨中山水）

〔種徳5〕黄香（朱文）

後赤壁図　　　明治17年（1884）9月
〔種徳6〕黄氏香（朱文）

漁樵問答　　明治13年（1880）冬「仙台客中」
淡彩牡丹　　明治14年（1881）2月「青葉城下一塵不到処」
雨中枇杷　　明治17年（1884）4月

〔種徳7〕世間安樂爲清福（白文）

彩色山水　　　明治13年（1880）11月
夏景山水　　　明治14年（1881）1月「仙台行館」

〔種徳8〕帯雨軽煙鎖緑落（白文）

観世音像　　　明治17年（1884）9月

〔種徳9〕大吉長壽印信（白文）

彩色山水　　　明治13年（1880）11月
夏景山水　　　明治14年（1881）1月「仙台行館」

〔種徳10〕大吉長壽之印（白文）

鶏図　　 明治13年（1880）12月「仙台客館」
後赤壁図　　　明治17年（1884）9月
濃彩花卉
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〔種徳11〕丹青華艸春描畫水墨林泉秋寫成（白文）［鄭玉・屏
山楼詩］

水墨山水　　　明治13年（1880）冬「仙台」
夏景山水　　　明治14年（1881）1月「仙台行館」
〔種徳12〕天賜吉（朱文）

後赤壁図　　　明治17年（1884）9月

〔種徳13〕天方壺長壽（白文）

前赤壁図　　　明治17年（1884）9月
雪中帰荘（雪中雨中山水）
〔種徳14〕賣吉翁（白文）

前赤壁図　　　明治17年（1884）9月
雪中帰荘（雪中雨中山水）
〔種徳15〕賣主華菴（白文）

水墨山水　　　明治13年（1880）冬「仙台」

〔種徳16〕白雲斤（白文）

水墨山水　　　明治13年（1880）冬「仙台」
彩色山水　　　明治13年（1880）11月

〔種徳17〕白泉 処右居（白文）

菊水（濃彩菊）

〔種徳18〕方壺（朱文）

観世音像　　　明治17年（1884）9月
〔種徳19〕方壺翁（朱文）

後赤壁図　　　明治17年（1884）9月
濃彩花卉

〔種徳20〕方壺書画（白文）

菊水（濃彩菊）

〔種徳21〕豫章画史（白文）

水墨山水　　　明治13年（1880）冬「仙台」


